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CCAC精密チューブ

CCAC複合異形素材

CCAC特殊用途チューブ

会社概要
　Applied Composite Material 株式会社（ACM）は、2011年に設立され、銅クラッドア
ルミニウム複合素材（CCAC)を世界に向けて研究・開発・製造をしているアメリカ合衆国
に本社を持つ企業です。現在は中国とドイツに工場を設け、新技術を用いた製造方法で素
材を製造し、日々お客様にソリューションとコスト削減を提供、高品質の金属複合素材を
製造することに全力を尽くしています。
　ACMは、国際的に特許を取得している等温（ISOTHERMAL)加工技術を使用し、冶金的
結合を実現した高品質のCCACを製造しています。
アメリカ・ドイツ・イギリス・中国から集まったACMのエンジニアは独自の生産システム
を設計し、高精度のCCAC生産性を実現しました。我々は、高品質のCCAC製品を市場に
提供し、あらゆる需要を満たすべく日々研究開発をすすめています。

CCACについて ACM製品
　銅は優れた熱伝導性、導電性から多くの製品に使用さ
れている素材の一つです。しかし、重量が重く供給量に
も限りがありさらに需要が高いという点から非常に高価
な素材でもあります。そしてアルミニウムは軽量で低コ
ストでありながら通電性も良い素材です。
　そこで銅の優れた性質と軽量で低コストなアルミニウ
ムを組み合わせた「銅クラッドアルミニウム複合材
（CCAC)」を研究・開発しました。弊社の製品は、何年
も試行錯誤を繰り返して導き出した製法で、優れた導電
性に加え、優れた延性と成形性を兼ね備えたCCAC製品
を提供しています。
　CCACは、様々な産業の場で活躍しています。自動
車・航空業界・電子機器・生活家電・その他多くの産業
で使われており、その優れた物理的特性と大きな経済的
なメリットにより今後ますますの展開が見込まれていま
す。
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処理技術・特徴

CCAC主要製品データ

バスバーのサイズ・標準規格

　CCACは、 アメリカおよび国際特許を取得済みの ISOTHERMAL™ 製造プロセスを利用することで、アル
ミニウムのコアに銅の層を独自の特許技術で冶金的に接合することで製造されます。その結果、銅クラッ
ド、 アルミニウム・コア、冶金的接合層からなる銅クラッドアルミニウム複合素材は、優れた電気伝導性と
熱伝導性を持ち、銅バスバーの表面性は維持した状態で純銅よりも 70％程度軽くなります。軽量で導電性に
優れていることに加え、当社の CCAC は非常に強固な接合を持ち、優れた延性と成形性も備えています。

銅アルミ複合材料の主要特徴

高い電気および熱伝導性
優れた放熱性、優れたはんだ付けおよび電気めっき特性
高い延性、加工が容易
銅のクラシックな外観を提供し、アルミニウムの軽量で優れ
た導電性を持つ
冶金的に永久に接合され、制御された無酸化環境で高温等温
プロセスを通じて酸化を防止
成形、深絞り、ねじり、旋削などの加工操作に十分な延性

銅アルミ複合材料の特性指標

銅の体積比は20%、質量比は45%（要求に応じてカスタマイズ可
能）
コーティング層の均一性：最も薄い点は平均厚さの90%以上
平坦度許容差：≤0.15%；幅許容差：≤0.3mm、厚さ許容差：
≤0.05mm
銅アルミの結合強度（せん断強度）はアルミニウムの抗剪断強度
（50MPa～80MPa）よりも大きい
断面形状：側面は直線または円弧形（R＝厚さ）
耐曲性：90°の芯巻き曲げ後、銅層およびアルミ層は分離せず、
ひび割れなし
表面に明らかな欠陥なし

 直流抵抗率：0.0248Ω・mm²/m
 定格電流：銅バスバーの85%～89%に相当
 伸び率：12% - 35% 
 引張強度: ≧110 N/mm² (銅バスバー)
 密度 ：3.94g/cm³ 
 降伏応力 ：44MPa〜54MPa
 弾性係数：71GPa
 熱伝導率：0.58Cal/cm/sec/⁰C

幅（mm）： 30mm、40mm、50mm、60mm、80mm、100mm、120mm、140mm 
厚さ（mm）：3mm、4mm、5mm、6mm、8mm 、10mm、12mm、15mm
長さ：標準サイズは4ｍとなります。その他お客様のご要望に合わせて裁断します。ご相談ください。
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1.新しい周囲温度を探す
2.COPPBARの動作温度をX軸上に配置する
3.Y軸から温度補正係数Fxを読み取る

ホームページはこちら

再計算グラフは記載されている設計条件と異なる条件で使用する場合に利用してください。互換性のある再計算グラフは、同じ基本パラメータを使用して計算され、
表に示された値と一致する必要があります。
このデータシートの計算値は、次のパラメータに基づいています。

周辺温度: 　　  35℃                   
バスバー温度:   85℃             
温度上昇:          50℃                   
n =並列のバーの数量

電流定格は、バスバーを端に取り付けた状態で、静止したが囲まれていない空気での使用を想定しています。
電流定格は「バスバーの温度上昇」に基づいています。 複数のバーを配置する場合、バーとバーの間隔は
バスバーの厚さに等しくなります。


